
原村の家計簿

　原村の平成19年度決算における歳出額は、一般会計が33億9612万円（対前年度比4.0㌫の減）で、普
通建設事業等が減少したこともあり過去10年間では平成17年度に次ぐ低い状況となっています。一方、
特別会計は下水道事業が企業会計に移行したことで15億4059万円（同22.6㌫の減）となりました。10月
号の特集では、財政運営の状況と、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により公表が義務付け
られた新たな財政指標の状況などについて挙げてみました。

総務費　庁舎直流電源装置（非常灯電源）入替工事
　　　　村有林整備事業（流域公益保全林整備）
　　　　地域国際化施策特別支援事業
　　　　コミュニティ助成事業（遊具整備）
　　　　地域省エネルギービジョン策定等事業
　　　　若者定住促進事業
　　　　中央高原再生事業（八ヶ岳自然文化園）
　　　　中央高原再生事業（道路事業）
　　　　地域生活基盤整備事業（公営住宅等整備）
　　　　家屋全棟確認調査
　　　　県議会議員選挙
　　　　参議院議員通常選挙
　　　　村長・村議会議員選挙
民生費 医療費特別給付金事業
　　　　老人保健施設「さくらの」施設整備補助
　　　　諏訪広域連合介護保険負担金
　　　　後期高齢者医療関係
　　　　児童手当給付事業

衛生費 諏訪中央病院組合負担金
　　　　諏訪南行政事務組合（静香苑）分担金
　　　　久保地尾根墓地購入費
　　　　合併浄化槽・排水処理施設補助
　　　　アスベスト飛散防止対策事業
　　　　資源物回収事業
　　　　諏訪南行政組合負担金（ごみ処理・灰溶融）
　　　　南諏衛生施設組合負担金
農林業費　農作物安値対策
　　　　強い園芸産地育成事業
　　　　中山間地域農業直接支払事業
　　　　農道整備事業（元気な地域づくり）
　　　　農業基盤総合整備（国土保全対策事業）
商工費 八ヶ岳自然文化園管理委託
土木費 道路維持補修工事
教育費 教育施設整備事業（小学校特別教室棟他）
　　　　放課後子ども教室推進事業
　　　　美術館管理運営委託

なさんの税金の主な使い道み
578
785
367
430
403
1,000
1,753
3,616
10,417
562
276
522
173

11,252
2,000
6,439
926
5,453

5,875
457
1,700
1,116
574
1,053
7,598
6,623
1,151
250
3,569
828
457
2,950
1,230
11,428
353
1,150
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原村の家計簿

原村の家計簿
　～平成１９年度の決算を報告します～

◆
一
般
会
計
の
歳
入
の
状
況

　

ま
ず
平
成
19
年
度
の
歳
入
で
は
、

三
位
一
体
の
改
革
に
伴
う
所
得
税

か
ら
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
、
定

率
減
税
の
廃
止
な
ど
に
よ
り
、
村

税
収
入
は
13
・
９
㌫
と
増
加
し
た

の
に
対
し
、
所
得
譲
与
税
は
皆
減
、

地
方
交
付
税
及
び
普
通
交
付
税
不

足
分
の
振
替
え
措
置
で
あ
る
臨
時

財
政
対
策
債
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
主
財
源
の
総
額

は
16
億
９
６
０
４
万
円
と
な
り
、

歳
入
総
額
（
38
億
７
６
６
０
万

円
）
に
占
め
る
割
合
は
43
・
８
㌫

と
な
り
、
前
年
度
よ
り
４
・
８
㌫

増
加
し
ま
し
た
。
逆
に
依
存
財
源

は
減
少
し
た
わ
け
で
す
が
、
依
然

と
し
て
地
方
交
付
税
の
ウ
エ
イ
ト

は
大
き
く
、
大
幅
に
削
減
さ
れ
て

き
た
と
は
い
え
歳
入
総
額
の
37
・

０
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
財
政
運
営
に
あ
た

っ
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
経
常

経
費
が
伸
び
て
い
く
な
か
で
、
当

初
予
定
し
て
い
た
財
政
調
整
基
金

や
減
債
基
金
な
ど
の
取
り
崩
し
を

極
力
抑
制
し
、
建
設
事
業
な
ど
の

た
め
に
不
足
す
る
分
に
つ
い
て
基

金
か
ら
の
繰
入
で
賄
い
対
応
し
ま

し
た
。

◆
一
般
会
計
の
歳
出
の
状
況

　

平
成
19
年
度
の
主
要
な
事
業
は
、

下
の
表
「
み
な
さ
ん
の
税
金
の
主

な
使
い
道
」
の
と
お
り
で
す
。

　

歳
出
決
算
額
を
目
的
別
に
み
る

と
、
民
生
費
が
７
億
５
３
１
３
万

円
（
構
成
比
22
・
２
㌫
）
で
前
年

度
と
同
様
に
最
も
大
き
く
、
続
い

て
土
木
費
、
総
務
費
、
教
育
費
、

衛
生
費
、
公
債
費
、
農
林
業
費
、

商
工
費
、
消
防
費
、
議
会
費
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
土
木

費
が
村
営
住
宅
整
備
事
業
の
実
施

に
よ
り
９
１
２
２
万
円
（
対
前
年

特集平
成
19
年
度
の

原
村
の
取
り
組
み　

一
般
会
計
歳
入
額

38億7660万円

その他の依存財源　5907万円

地方消費税交付金
6673万円

県支出金
1億4013万円

地方譲与税
1億795万円

国庫支出金
1億9648万円

地方債
1億7500万円

地方交付税　14億3520万円
　・普通交付税　
　・特別交付税

13億1208万円
1億2312万円 その他の自主財源　6938万円

　・財産収入
　・使用料及び手数料

3036万円
　3902万円

分担金及び負担金
5078万円

繰入金　1億682万円

諸収入　1億4435万円

繰越金
4億4896万円

村税　8億7575万円

　・個人村民税
　・法人村民税
　・固定資産税
　・軽自動車税
　・たばこ税
　・入湯税

　

3億4791万円
4321万円

4億3162万円
2189万円
2998万円
114万円

22.6%

11.6%

3.7%
2.8%

1.3%

1.8%

37.0%

4.5%

5.1%

2.8%

3.6%

1.7%

1.5%

自主財源
43.8%依存財源

56.2%

村税内訳

　・自動車取得税交付金
　・地方特例交付金
　・利子割交付金
　・株式等譲渡所得割交付金
　・交通安全対策特別交付金
　・配当割交付金

その他の依存財源内訳
　       4360万円
      509万円
386万円
177万円
181万円
294万円

度
20
・
１
㌫
）
増
加
し
た
ほ
か
、

民
生
費
が
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
係
る
シ
ス
テ
ム
開
発
や
広

域
連
合
負
担
金
、
児
童
手
当
や

老
人
医
療
給
付
事
業
な
ど
の
増

に
よ
り
６
８
６
１
万
円
（
10
・
０

㌫
）
、
衛
生
費
が
久
保
地
尾
根
墓

地
購
入
や
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止

対
策
事
業
の
増
に
よ
り
２
１
８
７

万
円
（
７
・
２
㌫
）
の
そ
れ
ぞ
れ

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
減
少
し
た
科
目
は
、
教

育
費
が
教
育
施
設
整
備
事
業
な
ど

の
減
に
よ
り
２
億
１
３
９
万
円

（
対
前
年
比
△
31
・
６
㌫
）
減

少
し
た
ほ
か
、
災
害
復
旧
費
が

５
２
６
７
万
円
（
皆
減
）
、
総
務

費
が
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
の
減

に
よ
り
５
０
３
８
万
円
（
△
10
・

０
㌫
）
、
農
林
業
費
が
県
営
事
業

負
担
金
な
ど
の
減
に
よ
り
１
４
３
１

万
円
（
△
７
・
５
㌫
）
そ
れ
ぞ
れ

減
少
し
ま
し
た
。

　

性
質
別
で
は
、
人
件
費
・
扶

助
費
・
公
債
費
の
合
計
（
義
務

的
経
費
と
い
い
ま
す
）
は
13
億

５
４
０
４
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
５
７
３
５
万
円
、
率
で
は

４
・
４
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
、

投
資
的
経
費
は
、
普
通
建
設
事
業

費
及
び
災
害
復
旧
事
業
費
と
も
に

減
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
４
億

１
８
３
７
万
円
と
な
り
、
前
年
度

に
比
べ
１
億
７
２
６
９
万
円
、

29
・
２
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

公債費
3億2013万円

扶助費
2億5063万円補助費等

8億4352万円

普通建設事業費
4億1837万円

繰出金
1億8483万円

維持補修費
1891万円

投資及び出資金・貸付金
5198万円

積立金
2953万円

23.1％

9.4％

7.4％

12.3％

24.8％

14.6％

5.4％

1.5％

0.9％

0.6％

人件費
7億8328万円

義務的経費
　39.9％その他経費

　47.8％

投資的経費
　16.7％
投資的経費
　12.3％

    33億9612万円

物件費
4億9494万円

グラフ用語の説明【歳　入】
○村税…村民税、固定資産税など村に
納める税金
○繰越金…前年度から今年度に持ち
越されたお金
○諸収入…村の預金の利子や貸付金
の元利収入など
○分担金・負担金…特定の利益を受け
る人から入るお金
○地方交付税…行政サービスの一定
水準の確保のため、所得税などの国
税の一部が国より交付されるお金
○地方債…村が外部から調達した資
金（いわゆる村の借金）
○国庫支出金…村の特定の仕事に対
して国から交付されるお金
○県支出金…村の特定の仕事に対し
て県から交付されるお金
○地方譲与税…自動車重量税など本
来地方税に属される税金を国が徴
収し、村に譲与されたお金

グラフ用語の説明【歳　出】
○人件費…職員・議員等に対し勤労の
対価、報酬として支払われる経費
○補助費等…各種団体や個人に支払
われる補助金、負担金などの経費
○繰出金…一般会計と特別会計間に
おいて支出される経費
○普通建設事業費…道路、橋梁、学
校、庁舎の建設事業に要する投資的
経費
○物件費…消費的性質の経費
○公債費…村が借りているお金を返
済するための経費
○扶助費…児童福祉法等に基づき被
扶助者に対し支給する経費
○積立金…財源に余裕がある場合に
おいて特定の支出目的のため積み
立てる経費

は新規事業、単位：万円

一
般
会
計
の
推
移
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４９

５１

５３

５５
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一
般
会
計
歳
出
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原村の家計簿

地方債の残高
（借入金）

住民１人当たり

283,897円

637円

431,432円

17,488円

733,454円

21億7636万円

488万円

33億736万円

1億3406万円

56億2266万円

１９年度残高会計名

一般会計

国保直診会計

下水道会計

水道会計

合　計

◆
Ｑ
３  

村
の
借
金
及
び
預

金
は
ど
の
位
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

村
債
の
残
高
は
、
こ
の
と
こ

ろ
毎
年
の
返
済
金
（
公
債
費
）
が

借
金
（
村
債
）
を
上
回
っ
て
い
る

た
め
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
平

成
19
年
度
末
で
は
、
一
般
会
計
で

21
億
７
６
３
６
万
円
（
前
年
度
に

比
べ
約
１
億
６
２
７
万
円
の
減
）
、

特
別
会
計
・
企
業
会
計
で
34
億

４
６
３
０
万
円
（
２
億
１
３
１
６

万
円
の
減
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
額
は
元
金
分
で
す

の
で
当
然
の
こ
と
な
が
ら
利
息
を

つ
け
て
返
済
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
借
金
は
将
来
に
財
政
負
担

を
残
す
も
の
で
、
本
来
頼
ら
な
い

に
越
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、

大
型
事
業
の
た
め
単
年
度
で
資
金

の
工
面
が
で
き
な
い
場
合
や
臨
時

財
政
対
策
債
の
よ
う
に
交
付
税
の

代
替
措
置
と
し
て
借
り
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
収
入
が
落
ち
込
む

中
で
毎
年
返
済
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
多
く
の
市
町
村
が
頭

を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
が
、
下
水
道

事
業
債
の
一
部
に
つ
い
て
、
繰
上

償
還
や
借
換
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

で
、
高
利
率
な
起
債
に
つ
い
て
可

能
な
限
り
縮
減
を
進
め
て
い
く
計

画
で
す
。

　

つ
づ
い
て
、
村
の
貯
金
（
基

金
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
の
財
政
需
要
や
財
政
状
況
が

窮
迫
し
た
時
に
備
え
、
一
定
の
額

の
基
金
を
蓄
え
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
て
、
村
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
に
添
う
基
金
を
持
っ
て
い
ま

す
。

  

平
成
19
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、

一
般
会
計
で
27
億
９
７
２
万
円
、

特
別
会
計
・
企
業
会
計
等
で
12
億

２
４
１
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
で
は
村
債
残
高
を
上
回

っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
だ
け
を

み
る
と
当
分
は
安
泰
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
残
高
は
19
年
度
に

お
い
て
も
７
７
２
９
万
円
減
少
し
、

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
で
今
後
も

毎
年
度
取
り
崩
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
く
見
通
し
の
ほ
か
、
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
な
ど
も
あ
り

楽
観
視
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

◆
Ｑ
４  

歳
出
の
う
ち
、
福

祉
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
お
金

を
か
け
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

福
祉
に
要
す
る
経
費
は
、
目

的
別
に
見
る
と
「
民
生
費
」
に
該

当
し
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計
決

算
で
は
７
億
５
３
１
３
万
円
、
構

成
比
22
・
２
㌫
で
最
も
高
い
割
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は

◆
Ｑ
１　

新
た
な
財
政
指
標

と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

Ａ　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行

に
伴
い
、
健
全
化
判
断
比
率
（
実

質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比

率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将
来
負

担
比
率
の
４
つ
の
指
標
）
を
算
定

し
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

議
会
に
報
告
か
つ
公
表
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

法
律
は
夕
張
市
の
財
政
破
綻
を
契

機
と
し
て
、
自
治
体
財
政
の
健
全

化
並
び
に
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
行
政
・
監
査
・
議
会
の
役
割

や
責
任
を
明
確
化
し
て
い
ま
す
。

　

４
指
標
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

の
財
政
規
模
に
応
じ
早
期
健
全
化

基
準
や
財
政
再
生
基
準
が
定
め
ら

　
区分

経常収支比率

財政力指数

１９年度
原村
８３．５％

０．３８％

１８年度
類似団体平均

８７．６％

０．２７％

県内平均

８３．７％

０．４０％

原村

８２．３％

０．３６％

健全化判断比率 １９年度
－（ゼロ）
－（ゼロ）

１４．５％

－（ゼロ）

早期健全化基準

１５．０％

２０．０％

２５．０％

３５０．０％

財政再生基準

２０．０％

４０．０％

３５．０％

　
実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

○ 経常収支比率（決まって支払う経費は？）
人件費や物件費、公債費などで毎年必ず支払う経費を「経常的経費」といい

ます。その経費に、使い道の自由なお金がどのくらい充てられているかを示

すのが経常収支比率といいます。

○ 財政力指数（自前の財源は？）
地方公共団体の財政力を示す数値で、１に近いほど、財政に余裕があります。

　

○ 健全化判断比率（村全体の財政の健全度は？）
実質赤字比率：一般会計等（有線会計・農労災会計が加わります）の実質赤

字の比率で、数値が高いほど赤字が多いことになります。

連結実質赤字比率：全ての会計の

実質赤字の比率をいいます。

実質公債費比率：公債費及び公

債費に準じた経費の財政規模に

占める割合で、起債の借入の制限

にも使用されます（１７年度から

算定）

将来負担比率：地方債残高のほ

か、一般会計等が将来負担するこ

とが見込まれる負債等の比率で、

職員の退職手当支給予定額、公社

や設立法人に対する損失補償債

務なども算定に入ってきます。

担
当
職
員
の
給
料
や
事
務
経
費
、

施
設
の
管
理
に
か
か
る
費
用
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

を
性
質
別
に
区
分
し
、
給
付
事
業

に
か
か
る
直
接
費
用
に
つ
い
て
は

「
扶
助
費
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
扶
助
費
は
、
平
成
19
年

度
決
算
で
は
２
億
５
０
６
４
万
円

で
、
前
年
度
に
対
し
３
１
６
９
万

円
、
14
・
５
㌫
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
主
な
要
因
と
し
て
は
児
童
手

当
や
老
人
医
療
給
付
事
業
な
ど
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
高
齢
化
の
進
展
に
あ
わ
せ

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

村税負担額内訳

56,303円

51,020円

3,912円

固定資産税

村民税

たばこ税

2,855円

148円

114,238円

軽自動車税

入湯税

合　計

使われたお金

41,759円

23,014円

22,366円

20,744円

7,624円

443,011円

公債費

農林業費

商工費

消防費

議会費

合　計

98,243円

71,105円

58,848円

56,739円

42,569円

民生費

土木費

総務費

教育費

衛生費

（村民一人当たりに使われたお金）

（村民一人当たりの村税負担額）

そ
れ
で
は
以
降
は

Ｑ
＆
Ａ
形
式
で

ポ
イ
ン
ト
を
し
ぼ
っ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

れ
、
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
指
標

の
一
つ
で
も
こ
の
基
準
を
超
え
て

い
る
場
合
は
、
財
政
健
全
化
計
画

ま
た
は
財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、

議
会
の
議
決
を
得
て
国
・
県
に
報

告
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
同
様

に
公
営
企
業
に
つ
い
て
も
資
金
不

足
比
率
が
20
㌫
を
超
え
る
と
経
営

健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

健
全
化
基
準
を
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
、
再
生
基
準
を
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

と
す
る
と
、
特
に
レ
ッ
ド
カ
ー
ド

に
な
っ
た
場
合
は
国
・
県
の
指

導
・
管
理
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、

独
自
の
行
財
政
運
営
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◆
Ｑ
２　

そ
れ
で
は
、
原
村

の
財
政
指
標
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
？

Ａ　

指
標
で
見
る
財
政
状
況
に
示

し
て
い
る
と
お
り
「
実
質
赤
字
比

率
」
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」

「
将
来
負
担
比
率
」
と
も
に
「
－

（
ゼ
ロ
）
」
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
17
年
度
決

算
か
ら
導
入
さ
れ
た
「
実
質
公
債

費
比
率
」
は
、
前
年
度
を
１
・
５

㌫
下
回
る
14
・
５
㌫
と
な
り
ま
し

た
。
健
全
化
判
断
比
率
に
つ
い
て

は
、
数
値
が
低
い
ほ
ど
財
政
が
良

好
な
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

村
の
財
政
は
健
全
な
状
況
に
あ
り
、

現
段
階
で
は
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の

心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

特
別
会
計
・
企
業
会
計
は
も
と
よ

り
、
土
地
開
発
公
社
・
振
興
公

社
・
樅
の
木
荘
を
含
め
健
全
な
財

政
運
営
・
経
営
に
努
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
市
町
村
の
財
政
力
を

示
す
指
標
と
し
て
「
財
政
力
指

数
」
が
あ
り
ま
す
が
、
自
主
財
源

が
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
低
め
の
数

値
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
「
経
常
収
支

比
率
」
は
、
財
政
の
弾
力
性
が
あ

る
か
の
目
安
に
し
て
い
ま
す
が
、

公
債
費
の
減
少
に
よ
り
一
時
は
下

が
っ
た
と
は
い
え
83
・
５
㌫
と
な

り
再
び
硬
直
化
が
進
ん
で
き
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
交
付
税
な
ど
の

一
般
財
源
収
入
が
落
ち
込
ん
で
い

る
一
方
で
、
経
常
的
な
支
出
は
容

易
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
で
、
経
常
収
支
比
率
の
悪
化
は

今
後
の
財
政
運
営
に
お
け
る
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

基金の状況
財政調整基金
減債基金
農業振興基金
社会福祉基金
地域福祉基金
義務教育施設整備基金
一般会計その他
有線放送施設整備基金
農業者労働災害共済基金
下水道事業基金
国保直営診療施設基金
国民健康保険基金
水道施設の更新及び財政調整基金
医療費貸付基金
土地開発基金

7億8754万円
6億5897万円
3億7500万円
1億518万円
1億9887万円
1億1141万円
4億7275万円
2365万円
1724万円

5億2428万円
1億1080万円
3402万円

3億1413万円
200万円
2億円

39億3584万円

一般会計
（27億  　　　
　　972万円）

特別会計
（1億    　　　
　  8571万円）

その他
（10億　  　　
　   4041万円）

合　計

指標で見る財政状況

強い園芸産地育成事業

中央高原再生事業（道路事業）
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※平成19年度決算に係る主要な施策を説明する「成果説明書」が必要な方は
　役場住民財務課財政係までお越しください。【問】☎７９－７９２４（直通）

□
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）
は
、
一
般
的
に
、

企
業
会
計
の
決
算
の
中
で
ま
と
め
ら
れ
、
企
業
の
財
務

状
況
（
資
産
と
負
債
の
状
況
）
を
あ
ら
わ
す
表
を
い
い

ま
す
。

　

左
側
に
【
資
産
の
部
】
と
し
て
、
基
準
日
に
お
い
て

村
で
持
っ
て
い
る
建
物
や
土
地
の
固
定
資
産
、
貸
付
金

や
基
金
（
積
立
金
）
、
現
金
な
ど
の
財
産
に
つ
い
て
合

計
額
を
載
せ
ま
す
。

　

右
側
に
は
、
資
産
の
部
に
載
っ
て
い
る
財
産
の
元
手

と
な
っ
た
資
金
を
【
負
債
の
部
】
と
【
正
味
資
産
の

部
】
に
分
け
て
載
せ
ま
す
。

　

【
負
債
の
部
】
は
、
村
の
借
入
金
で
あ
る
地
方
債
と

債
務
負
担
行
為
（
翌
年
度
以
降
支
払
う
義
務
の
あ
る
も

の
）
、
退
職
給
与
引
当
金
（
職
員
全
員
が
年
度
末
に
退

職
す
る
と
し
た
場
合
の
退
職
金
相
当
額
）
な
ど
将
来
に

お
い
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
載
せ
ま
す
。

　

【
正
味
資
産
の
部
】
に
は
【
資
産
の
部
】
か
ら
【
負

債
の
部
】
を
差
し
引
い
た
残
り
の
も
の
、
将
来
に
負
担

を
残
さ
な
い
資
金
分
を
載
せ
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
、

国
・
県
か
ら
の
補
助
金
と
村
の
自
前
の
資
金
（
税
金

等
）
で
す
。
一
般
企
業
で
は
資
本
の
部
に
当
た
り
ま
す
。

◆
Ｑ
５  

特
別
会
計
と
企
業

会
計
に
つ
い
て
、
ま
た
一
般

会
計
と
の
関
係
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。
ど
れ
く
ら
い

お
金
を
か
け
て
い
ま
す
か
？

Ａ　

19
年
度
は
下
水
道
事
業
が
特

別
会
計
か
ら
企
業
会
計
へ
移
行
し

た
た
め
、
５
つ
の
特
別
会
計
と
２

つ
の
企
業
会
計
を
設
け
て
各
種
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
は
、
あ
る
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
に
、
一
般
会
計

と
分
け
て
経
理
し
、
そ
の
支
出
を

特
定
の
収
入
で
行
う
会
計
を
い
い

ま
す
。
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

一
般
会
計
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
を
除
い
て
、
基
本
的

に
そ
の
会
計
内
で
収
入
・
支
出
を

行
う
の
が
理
想
で
す
が
、
事
業
が

営
利
目
的
で
は
な
く
公
益
的
な
運

営
を
行
う
た
め
、
そ
の
会
計
だ
け

で
は
収
入
が
不
足
す
る
場
合
が
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
特
別

会
計
で
は
、
一
般
会
計
か
ら
の
負

担
（
繰
出
金
）
を
受
け
る
こ
と
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

  

一
方
、
企
業
会
計
は
、
地
方
公

営
企
業
法
に
基
づ
き
民
間
企
業
と

同
じ
方
法
で
経
理
を
行
い
、
独
立

採
算
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
企
業

会
計
に
移
行
し
た
と
は
い
え
毎
年

の
償
還
額
が
大
き
く
料
金
収
入
の

み
で
は
ま
か
な
え
な
い
た
め
、
財

源
不
足
分
に
つ
い
て
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
会
計
・
企
業
会

計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
、

負
担
金
補
助
金
等
は
表
「
特
別
・

企
業
会
計
の
状
況
」
の
と
お
り
で

す
。

◆
Ｑ
６  

特
別
会
計
や
企
業

会
計
の
決
算
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
？　

ま
た
、
課
題

は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

平
成
19
年
度
の
各
会
計
の
決

算
額
は
表
「
特
別
・
企
業
会
計
の

状
況
」
の
と
お
り
で
、
特
別
会
計

で
は
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
を

除
い
て
は
実
質
収
支
（
歳
入
歳
出

の
差
引
額
か
ら
翌
年
度
に
繰
り
越

す
額
を
除
い
た
決
算
額
）
は
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
企
業
会

計
で
は
資
本
的
収
支
を
加
え
る
と

決
算
額
は
赤
字
と
な
り
ま
す
が
、

不
足
分
に
つ
い
て
は
損
益
勘
定
留

保
資
金
な
ど
で
措
置
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
各
会
計
の
状
況
を

説
明
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

『
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

特
別
会
計
』

　

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
被
保
険

者
の
高
齢
化
、
疾
病
構
造
の
変

化
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
な
か
、
19

年
度
は
前
年
度
に
対
し
６
・
１
㌫

増
加
し
ま
し
た
。

　

決
算
状
況
に
お
い
て
も
、
歳

入
・
歳
出
総
額
と
も
前
年
度
に
比

べ
、
そ
れ
ぞ
れ
９
・
０
㌫
、
７
・

７
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　

国
保
事
業
の
健
全
化
に
向
け
、

普
段
か
ら
の
定
期
的
な
健
康
チ
ェ

ッ
ク
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治

療
の
徹
底
及
び
予
防
活
動
の
推

進
、
制
度
の
趣
旨
普
及
を
図
る
と

と
も
に
保
険
税
収
納
率
の
向
上
に

努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
国
民
健
康
保
険
直
営
診
療

施
設
勘
定
特
別
会
計
』

　

糖
尿
病
を
主
と
し
た
生
活
習
慣

病
や
小
児
の
診
療
を
積
極
的
に
行

う
と
と
も
に
、
他
医
療
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
診
療
収
入
が
増
え
歳
入
総

額
で
は
６
・
５
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
、
歳
出
は
基
金
へ
の
積
み
立

て
を
行
っ
た
こ
と
で
38
・
７
㌫
と

大
き
く
増
加
し
ま
し
た
が
、
実
質

収
支
で
は
４
３
２
０
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
住
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
診
療
に
努
め
る
一
方
で
、

診
療
所
の
運
営
の
安
定
を
図
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
』

　

平
成
19
年
度
歳
出
決
算
額
は
３

０
９
７
万
円
で
、
３
９
１
万
円

（
前
年
度
比
▲
11
・
２
㌫
）
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
積
立

金
支
出
の
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

現
在
、
有
線
放
送
利
用
可
能
区

域
を
拡
張
し
、
全
村
ど
こ
で
も
有

線
が
聞
こ
え
る
状
況
を
目
指
し
て

整
備
を
進
め
、
有
線
の
加
入
促
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
放
送
（
サ
ラ
ダ
チ
ャ
ン
ネ

ル
）
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
１
年

の
地
上
波
放
送
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ

う
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
農
業
者
労
働
災
害
共
済
事

業
特
別
会
計
』

　

農
労
災
は
、
加
入
者
の
方
が
農

作
業
中
に
受
け
た
農
機
具
、
農
薬

な
ど
に
よ
る
負
傷
、
疾
病
、
障
害
、

死
亡
な
ど
の
人
身
事
故
に
つ
い
て
、

そ
の
災
害
の
程
度
に
応
じ
共
済
見

舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
７
件
の
支
払
い

が
あ
り
ま
し
た
が
、
死
亡
事
故
等
の

重
大
事
故
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
補

償
額
の
支
払
い
で
は
、
前
年
比
37
・

５
㌫
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
農
業
経
営
者
の
高
齢
化

に
伴
い
機
械
作
業
中
の
事
故
の
発

生
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ト
ラ
ク
タ
ー
や
耕
運
機
使
用

中
の
死
亡
事
故
の
発
生
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
作
業
安
全
月
間
を

設
け
、
村
広
報
や
有
線
放
送
な
ど

で
事
故
防
止
の
呼
び
掛
け
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

『
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
』

　

急
速
な
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

伸
び
続
け
る
老
人
医
療
費
を
抑
制

し
保
健
制
度
の
維
持
を
図
る
た
め
、

平
成
14
年
度
に
は
対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
（
70
歳
か
ら
75
歳
へ
の
段

階
的
引
き
上
げ
）
な
ど
の
制
度
改

正
が
行
わ
れ
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
は
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
っ
て
、

新
た
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

19
年
度
の
医
療
費
実
績
で
は
、

６
億
９
５
５
８
万
円
で
前
年
度
に

対
し
１
・
８
㌫
の
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
一
人
当
た
り
で
み
る
と
64

万
７
６
５
６
円
で
、
３
・
６
㌫
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
当
た

り
医
療
費
は
、
長
野
県
下
81
市
町

村
中
67
番
目
に
な
り
ま
し
た
。

『
水
道
事
業
会
計
』

　

平
成
19
年
度
の
消
費
税
を
除
い

た
給
水
収
益
は
１
億
２
８
４
４
万

円
、
水
道
事
業
全
体
収
益
は
１
億

５
２
４
２
万
円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
給
水
収
益
は
０
・
７
㌫
の

減
少
、
水
道
事
業
全
体
収
益
は

２
・
１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

設
備
投
資
と
し
て
八
ヶ
岳
自
然

郷
水
源
の
発
電
機
室
新
築
と
発
電

機
の
設
置
を
し
た
ほ
か
、
配
水
管

布
設
替
え
、
減
圧
弁
取
替
え
な
ど

２
８
９
１
万
円
の
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
石
綿
管
を
利
用
し
て

い
る
箇
所
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
早
期
に
布
設
替
え
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
下
水
道
事
業
会
計
』

　

下
水
道
事
業
は
平
成
19
年
度
か

ら
、
公
営
企
業
法
適
用
の
企
業
会

計
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

昭
和
60
年
か
ら
始
ま
っ
た
下
水

道
整
備
事
業
も
順
調
に
進
み
、
平

成
19
年
度
に
は
88
・
３
㌫
と
県
下

で
も
高
い
普
及
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
こ
の
間

の
村
債
（
借
金
）
も
膨
れ
上
が
り
、

減
少
し
て
き
た
と
は
い
え
年
度
末

の
未
償
還
残
高
は
33
億
７
３
６
万

円
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
の
返
済
の
約
半
分
は
交
付

税
算
入
さ
れ
る
ほ
か
、
下
水
道
維

持
費
な
ど
に
つ
い
て
も
一
定
の
基

準
に
よ
り
需
要
額
と
し
て
算
入
さ

れ
、
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平

成
19
年
度
は
高
利
率
の
事
業
債
の

借
り
換
え
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

公
債
費
は
５
億
３
６
９
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
使
用
料
や
交
付
税
算
入

分
の
み
で
は
と
て
も
運
営
す
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
不
足
分
を
一

般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
原
村
の
平
成
19
年
度

の
決
算
状
況
に
つ
い
て
概
略
を

述
べ
ま
し
た
が
、
村
の
財
政
状

況
は
依
然
厳
し
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
律
の
村
を
目
指
し

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
知
恵
を

出
し
て
、
民
間
の
力
も
活
用
し
な

が
ら
、
よ
り
良
い
原
村
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

  

村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一般会計からの
繰出額・負担額等差引額歳入決算額

国民健康保険事業勘定特別会計
国民健康保険直営診療施設勘定特別会計
有線放送事業特別会計
農業者労働災害共済事業特別会計
老人保健事業特別会計

会　計　名

特別会計　計

水道事業会計

特別・企業会計の状況
歳出決算額

4899万円
0円

1680万円
0円

5133万円
1億1712万円
620万円

0円
3億2740万円

0円
3億3360万円

8636万円
4320万円
434万円
22万円

△306万円
1億3106万円
2000万円

△4447万円
9888万円

△2億1253万円
△1億3812万円

8億4392万円
1億3451万円
3531万円
123万円

6億5669万円
16億7166万円
1億5910万円

0円
4億3650万円
1億9361万円
7億8921万円企業会計　計

下水道事業会計

7億5756万円
9131万円
3097万円
101万円

6億5975万円
15億4060万円
1億3910万円
4447万円

3億3762万円
4億614万円
9億2733万円

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
19
年
度
普
通
会
計
決
算
）

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
19
年
度
普
通
会
計
決
算
）

八ヶ岳自然郷水源　非常用発電機

中央高原再成事業により
整備された八ヶ岳自然文化園内の

遊歩道とあずまや
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［資産の部］ 
１．有形固定資産
（１）総務費
（２）民生費
（３）衛生費
（４）労働費
（５）農林水産業費
（６）商工費
（７）土木費
（８）消防費
（９）教育費
（10）その他
　有形固定資産合計 
　　（うち土地）

２．投資等 
（１）投資及び出資金
（２）貸付金
（３）基金 
　　①特定目的基金
　　②土地開発基金
　　③定額運用基金
　　　　基金計
（４）退職手当組合積立金
    投資等合計
 
３．流動資産 
（１）現金・預金
　　①財政調整基金
　　②減債基金
　　③歳計現金
　　　　現金・預金計
（２）未収金
　　①地方税
　　②その他
　　　　未収金計
    流動資産合計
 
 資産合計 

10億1503万9千円
5億8414万3千円
2684万7千円

0円
12億7872万2千円
10億6792万8千円
20億1990万8千円
1億457万8千円

35億8232万5千円
4億9014万6千円

101億6963万6千円
29億3047万2千円

1億7883万9千円
444万2千円

13億409万8千円
2億円
0円

15億409万8千円
4億9829万9千円
21億8567万8千円

7億8754万5千円
6億5896万9千円
4億8503万7千円
19億3155万1千円

3578万7千円
43万5千円

3622万2千円
19億6777万3千円

143億2308万7千円

［負債の部］  

１．固定負債 

（１）地方債 

（２）債務負担行為 

　　①物件の購入等 

　　②債務保証又は損失補償 

　　　　債務負担行為計 

（３）退職給与引当金  

（４）その他  

　固定負債合計  

  

２．流動負債  

（１）翌年度償還予定額 

（２）翌年度繰上充用金 

　流動負債合計  

  

  負債合計  

  

［正味資産の部］  

１．国庫支出金 

 

２．都道府県支出金 

 

３．一般財源等 

 

正味資産合計 

 

負債・正味資産合計 

19億167万6千円

0円

0円

0円

8億8482万4千円

0円

27億8650万円

2億7468万1千円

0円

2億7468万1千円

30億6118万1千円

8億1004万3千円

10億3570万9千円

94億1615万4千円

112億6190万6千円

143億2308万7千円

借　　　方 貸　　　方 

原村のバランス シート平成19年度末バランスシートでわかること
　平成20年3月31日現在で、原村の普通会計の総資産
は合計で約143億2千万円となり、減価償却に伴う有形
固定資産の減少があるものの、退職手当積立金の増額
により前年度末とほぼ同額となりました。
　一方、負債合計は退職給与引当金の増額により約30
億6千万円となり、前年度に対し約3千万円の増、その差
である正味資産は約112億6千万円で、前年度より約3千
万円の減となりました。

（1）資産の部の状況
　資産の部は、有形固定資産（建物、土地）が約101億7千万円で資
産全体の71.0％を占め、基金（積立金）、貸付金、未収入金等で約41
億5千万円（29.0％）となっています。
　有形固定資産を行政目的別に見ると、教育費関係が約35億8千万
円（有形固定資産全体の35.2％）と最も多く、次いで土木費、農林業
費、商工費の順となっています。
（2）負債の部の状況
　負債の部では、地方債（借入金）が固定負債、流動負債（20年度
償還予定額）を合わせ約21億8千万円で負債全体の約71.1％、退職
給与引当金が約8億8千万円(28.9％)となっています。
  地方債は、将来にわたり償還年次により利息をつけて返済しなけ
ればなりませんが、返済額の半分以上が地方交付税として交付され
ます。
（3）資産の部の状況
　正味財産の部では、国庫支出金が約8億1千万円、県支出金が約
10億3千万円となり、一般財源（村税）等は約94億2千万円となって
います。
　正味財産は、将来に負担を残さない資金を表していますので、約
112億6千万円（前年度より3千万円の減）の資産が現在残っているこ
とになります。
（4）正味財産の構成比率
　一般企業において、財務の安定性を判断する基準として「自己資
本比率」が使われます。これに相当するものを「正味資産の構成比
率」の名称で表すと
　　正味資産構成比率（正味資産÷総資産×100）＝　78.6％
となります。
　この数字は一般的に高い方が良いとされており、他の地方公共団
体の平均的な水準に比べ高い方にあることから、財政状況は健全な
範囲にあるといえます。
　平成18年度普通会計では、バランスシートを作成公表した県内56
市町村の正味資産構成比率の平均68.9％に対し、本村は78.9％と
10.0％高い数値となっています。
（5）住民1人当たりの状況（バランスシート）
　　＊　資産 186万8千円（平成18年度末 186万8千円）
　　＊　負債  39万9千円（平成18年度末  39万5千円）
　　＊　正味資産 146万9千円（平成18年度末 147万3千円）
住民1人当たりの額は、各年度末の住民基本台帳人口（平成19年度
末人口：7,666人）で割り表示しています。　　　　
　普通会計における住民１人当たりの将来負担は、3万2千円となっ
ています。
　　住民１人当たりの将来負担 ＝〔（地方債残高＋債務負担行為）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－現金・預金高〕÷ 人口

（１）有形固定資産・・・村が昭和 44年度以降に整備、購入してきた建物、構築物、土地などの資産について、経年により減価償却した価格
　　　　　　　　　　　（ただし土地については取得価格）
（２）投資等　村の保有する資産のうち上記有形固定資産でない財産
　　ａ．投資及び出資金・・行政活動を行う上で必要な団体等（原村振興公社、土地開発公社、第３セクター等）への出資金の年度末残高
　　ｂ．貸付金・・奨学金などの貸付金の年度末残高
　　ｃ．基金・・施設の整備や振興事業など特定の目的のため村が蓄えている基金（財政調整基金、減債基金は含まれない）
　　ｄ．退職手当組合積立金・・市町村総合事務組合の退職手当基金総額を加入団体の給料総額をもとに按分し、村の持分相当額を計上
（３）流動資産　現金のほか、必要な時にすぐに現金化できる流動性の高い資産
　　ａ．現金・預金・・年度末現在で村が保有している現金、預金の残高
　　ｂ．財政調整基金・・財源の不均衡のほか災害、減収時に対応するために積み立てている流動性の高い基金
　　ｃ．減債基金・・村債の返済を計画的に行うため、余裕のある年度に積み立てて繰上償還などの返済に充てるための基金
　　ｄ．歳計現金・・歳入決算額から歳出決算額を差し引いた額（形式収支の黒字額）
　　ｅ．未収金・・村税のほか、料金、負担金などの当年度内に納められなかった未収金

（平成20年３月31日現在）

（１）固定負債・・・村が負担する債務のうち、一年以上先に発生するもの
　　ａ．地方債・・今までに社会資本等の整備のため、国や銀行などから借り入れた借金の元金のうち、一年以上先において返済するもの
　　ｂ．債務負担行為・・ＰＦＩ等の手法により整備した資産で既に物件の引渡しを受け今後支払うべき債務、損失補償等で履行すべき額
　　　　　　　　　　　 が確定したもの
　　ｃ．退職給与引当金・・村の職員が年度末に全員退職すると仮定した場合の退職金で、年度末の全職員の平均給料月額に勤続年数
　　　　　　　　　　　　  による普通退職の支給率を乗じて推計（実際の退職職員に対する退職金は除く）
（２）流動負債　村が負担する債務のうち、一年以内に発生するもの
　　ａ．翌年度償還予定額・・今までに社会資本等の整備のため、国や銀行などから借り入れた借金の元金のうち、一年以内に支払期限
　　　　　　　　　　　　　  が到来するもの

（１）国庫支出金・・・有形固定資産を整備するための財源として国から受けた補助金等で、対象となる資産を減価償却していることから
　　　　　　　　　　同様に減価償却を行う
（２）都道府県支出金・・・有形固定資産を整備するための財源として県から受けた補助金等で、対象となる資産を減価償却していること
　　　　　　　　　　　　から同様に減価償却を行う
（３）一般財源等・・・有形固定資産を整備するための財源として使った村税などの一般財源

用
語
説
明
﹇
資
産
の
部
﹈ 

用
語
説
明
﹇
負
債
の
部
﹈﹇
正
味
資
産
の
部
﹈ 

資産（財産）の内容
【資産の部】＊建物、土地
　　　　　　⇒道路、公園、村営住宅、役場庁舎、学校、
　　　　　　　地域福祉センター、図書館、保育園等
　　　　    ＊その他の資産
　　　　　　⇒出資金、貸付金、積立金、預金等
使ったお金の内容
【負債の部】＊地方債（借入金）　＊債務負担行為
　　　　　＊退職給与引当金
【正味資産の部】＊国・県からの補助金　＊税金等

★作成の基本的事項
① 国（総務省）の全国的な統一基準により作成しています。
② 作成の基準日は、平成20年3月31日（平成19年度末）
です。

③ 対象となる会計は、原村の普通会計（一般会計と有線
放送会計、農業者労働災害共済会計）で、水道会計や
下水道事業会計、土地開発公社などは入りません。

④ 積み上げた基礎数値は、昭和 44 年度から平成 19 年
度までの決算統計のデータによるものです。従って昭
和 43年度以前の事業費は入っていません。

⑤ 建物の評価額は、取得当時の建設費を基準とし、国で
示した耐用年数に基づいて減価償却を行いました。土
地については、取得した当時のままの価格で評価して
あります。

原村の家計簿

比率（％）

35.2

19.9
12.6

10.5

10.0

5.7

1.0

0.3
4.8

100.0

行政目的別の有形固定資産の割合
（昭和44年から平成19年度までの状況）
目 的 別

教 育 費

土 木 費
農林業費

商 工 費

総 務 費

民 生 費

消 防 費

衛 生 費
そ の 他
有形固定
資産合計

　　　内   　   　容
小･中学校、公民館、
図書館、美術館等
道路、河川、村営住宅等
ほ場整備、農道、林道等
八ヶ岳自然文化園
もみの湯
役場庁舎等
保育園、地域福祉センター
老人憩の家等
消防施設、貯水槽
ポンプ車等
保健センター、墓地整備等
普通財産取得費等

資産額  

3,582,325

2,019,908
1,278,722

1,067,928

1,015,039

584,143

104,578

26,847
490,146

10,169,636

（千円）
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① 畑法面崩落による転落事故
概　　要
　午後５時頃、小型トラクターで耕うん作業を
行っている運転者の姿を、周りで草取りを行っ
ていた人が目撃していた。エンジン音の変化と
衝撃音に気付き、畑を見ると、トラクターが消
えていた。
　傾斜45度、法面長５ｍの坂をトラクターは
回転しながら転落。運転者は運転席から放り
出され、最初の回転でトラクターに挟まれた。
トラクターはさらに１回転し、下の畑に着地。
原　　因
　連日の雨で畑の法面が弱くなっていたが、
草が繁茂しており目視では確認できなかった。
トラクターの後輪過重で路肩が崩落。脱輪状
態で数メートル走行するもバランスを崩し、転
落した。日没後間もない時間帯で、あたりはま
だ明るかった。畑の耕うんはほぼ終了していた
ので、家に帰る直前であったと思われる。トラ
クターには安全フレームが装備されておらず、
シートベルトの装着もなかった。

② ブレーキを連結し忘れた事故
概　　要
　乗用型トラクターで水田を見回りに行く途
中、ゆるい下り坂（コンクリート路面）で直角の
カーブを左折しようとブレーキを踏んだところ、
左右独立のブレーキペダルを連結していなかっ
たので、片ブレーキになって急旋回し水田に転
落した。シートベルトを装着していなかったの
で、傾斜45度で長さ3.6ｍの法面の上に投げ出
され、後から落ちてきたトラクターで腰を打撲し
13日間入院した。幸い安全フレームが付いてい
たので完全には下敷きにならずに済んだ。
原　　因
　道路走行時に左右独立のブレーキペダルの
連結をすることは農機販売店などで充分注意
を受け知ってはいたが、時速15kmくらいで走
行するときは問題ないと思って油断していた。
　被害者は地域で指導的立場にあり、普段か
ら安全運転に気を付けていた。当日は、雨が降
り出したこともあり路面は滑り易い状況に
あった。

地域みんなで防ごう、農作業事故地域みんなで防ごう、農作業事故

地域みんなで防ごう、農作業事故

トラクターの転落事故の例

イラスト ▼農作業安全情報センターホームページから引用

長野県内農作業死亡事故発生状況

　原村農業者労働災害共済制度
　農業者労働災害共済は原村独自の共済制度で、農業者がご自分の農業経営耕地内において農作業
中にけがをされた場合に共済見舞金を支給する制度です。加入は世帯単位・法人単位となっており、
経営耕作面積に応じ、年間650円から1,250円で加入することが出来ます。また農労災加入農家では
雇用者を1人300円で加入させることができます。共済の責任期間は、4月1日～翌年3月31日まで
となっています。
　共済は、治療に要した費用を支払う医療共済見舞金、休業した分を補う休業見舞金、障害が残った
場合に支払う障害共済見舞金、死亡した際に支払う遺族共済見舞金などがあります。
　詳細は、原村役場農林商工観光課　農政係☎７９-７９３１（直通）までお問い合わせください。

農作業事故「魔の時間帯」

午前11時から12時、午後4時から5時

事故は疲れているときや気持ちに余裕のない
ときに発生しやすくなります。時間を決めて休
憩を取るなど、家族ぐるみで農作業事故の防止
に努めましょう。

　県下では昨年、農作業事故で13人もの方が亡くなり、今年に入り7人もの人が命を
奪われています。農作業事故の多くは、トラクターや耕運機の使用中に発生しており、
乗用トラクターでは路肩からの転落・転倒により車体の下敷きになる事故が死亡原因
となっています。なぜこのような事故に至ってしまったのでしょうか。事故の原因を探
り、防止策を一緒に考えましょう。

　ほ場のきわや路肩への寄り過ぎ、畦畔越えには十分注意するとともに、道路走行時には左右の
ブレーキを連結し、シートベルトを締めましょう。畑の法面や耕作道、特に危険な箇所は日頃から
草刈りを行い、安心して作業できる環境を確保しておきましょう。
　安全フレームや安全キャブを装着すると共に、始業前の安全点検を確実に行いましょう。早朝
や夕暮れ時、農耕車で走行しているところを後続車に追突されるような事故も発生しています。
トラクターの後部に反射板を装着するなど、後続車からの視認性を高めましょう。

年齢別死亡事故発生状況（平成元～１９年）

40 歳未満 40 ～ 49 歳

50 ～ 59 歳

60 ～ 69 歳

70 歳以上

死亡事故の７６％が６０歳以上の高齢者

１９年ではすべて７０歳以上の高齢者

死亡事故はトラクターによるものが多い

原村の事故発生状況

耕運機、軽トラックによる死亡事故が発生しています。

今年８月には、ほ場から家への帰り道で、トラクターに

よる横転事故が発生しました。

乗用型トラクターの死亡事故の９割が転倒 ・ 転落

１９年の死亡事故は、すべて転倒 ・ 転落

0

50

100

150

200

250

300

機種別死亡事故発生件数
　　（昭和 46 ～平成 19 年）

発
生
件
数

トラクター その他機械 機械以外

260

120

34

トラクターの死亡事故原因
　　　　　　（平成８～ 19 年）

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

発
生
件
数

転倒・ 転落 その他

40

3

トラクター

耕　運　機

農業用自動車

コンバイン

動力草刈り機

動力 　　　　　

噴霧器 ( 動力 )

その他の農作業

合　　計

平成１４年 平成１５年 平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年

0

0

0

0

1

0

0

2

3

0

0

0

1

0

0

0

4

5

0

1

0

0

0

0

0

1

2

0

0

1

0

0

1

0

2

4

0

0

0

1

0

0

0

5

6

0

0

0

0

0

0

0

7

7

（単位 ： 件数）

年度
事故原因

カッター
チェーンソー

0

10

20

8

18

6

16

4

14

2

12
発 

生 

数

時　　間

5

-7 -8 -9 -10 -11 -12 -13 -14 -15 -16 -17 -18 -19 19-

5

8

13 13

19

5 5

10

13

17

14

4 4

60 ～ 69 歳

70 歳以上



秋の火災予防運動

国民年金保険料

１０月から委託を受けた民間業者が収納業務を行います

　国民年金保険料の収納業務は、社会保険事務所の職員や国民年金推進員が行っておりま
したが、平成20年10月から、長野県内全域において、民間業者（下記参照）が行います。
　これは、競争の導入による公共サービスの改革に関する法律に基づき、従来“官”が行っ
てきた事業に、民間事業者の参入機会を広げ、民間事業者の創意工夫やノウハウの活用に
より、低コストでよりよいサービスの提供を目指す「市場化テスト事業」として導入された
ものです。
　長野県内の社会保険事務所の管内においては、社会保険庁長官から委託を受けた民間業
者が、電話や文書、戸別訪問等で国民年金保険料の納付のご案内を行います。

「保険料収納を行う民間事業者」が国民年金保険料のご案内をする場合には
① 戸別訪問の時には、顔写真入りの「納付督励員証明書」（身分証明書）を提示します。
② 戸別訪問、電話の時には「社会保険庁から、国民年金保険料の収納業務を委託されてい
る○○社の○○です」と名乗ります。ご不審な点があれば、社会保険事務所へお問い合わ
せください。

【 注意事項 】
　民間事業者の担当者が保険料をお預かりして保険料を収納する場合には、必ず皆さんが
保険料の納付書をお持ちの場合に限られています。社会保険庁が発行した保険料の納付書
をお持ちでない方から、民間事業者の担当者が現金をお預かりして、領収書を発行するこ
とはありません。
　民間事業者に提供する個人情報は、納付督励を行ううえで必要となる国民年金保険料の
未納者情報に限定しており、さらに取扱事業者に対しては「個人情報の保護に関する法
律」や社会保険庁独自の取扱規定、本事業に係る委託契約書等で、目的外使用や閲覧、漏
洩、複写等を禁じるなど厳格な安全管理措置を講じています。

【村内の皆さんの国民年金保険料収納を行う民間事業者】

エー・シー・エス債権管理回収株式会社

空気が乾燥する季節を迎え火災が発生しやすくなります。
次の事柄を守り、火災を起こさないようにしましょう。

問い合わせ先　　　
　原消防署　予防係
　☎７９－２４４２（直通）

       国民年金保険料収納業務
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問い合わせ先
岡谷社会保険事務所
電話0266－23－3661

秋 の 火 災 予 防 運 動秋 の 火 災 予 防 運 動
『火のしまつ 君がしなくて 誰がする』
　１１月９日（日）～１１月１５日（土）

の用心　７つのポイント
１　家のまわりに燃えやすいものを置かない。
２　寝たばこやたばこの投げ捨てはしない。
３　天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。
４　風の強いときは、たき火をしない。
５　子供には、マッチやライターで遊ばせない。
６　電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
７　ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

いのちを守る　７つのポイント

３つの習慣
　１　寝たばこは、絶対やめる。
　２　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　３　ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
　１　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　２　寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を
　　使用する。
　３　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　４　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体
　　制をつくる。

　※住宅用火災警報器を設置する場所は、次号以降で詳しく特集する予定。

各事業所等で、各種訓練、研
修会等を実施するにあたり、
消防職員の派遣を希望され
る場合は、事前に訓練実施
計画書を原消防署まで提出
して下さい。

2009年６月１日から
全ての住宅に住宅
用火災警報器の
設置が必要になり

ます。

　　原村消防団の秋
季訓練が、９月20日
早朝、中新田の津島
社にある村有形文化
財建築物「回り舞
台」の火災を想定し
て行われました。水
利から火点まで最高
300ｍある距離を、各
分団でポンプ連携を
し、それぞれ現場到
着後5分以内に放水す
ることができました。

原村消防団
　秋季訓練

平成20年

火

【お知らせ】

住宅防火



I N F O R M A T I O N

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-7940］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、10/15、10/31、

11/1、11/2、11/3

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、10/31、11/4

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日、10/15、11/5

■もみの湯［☎74-2911］
10/15、11/5

10月 11月

O c t o b e r  t o  N o v e m b e r

15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

15 ６

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ
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第
一
歩
と
し
て
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
事
業
を
行
い
ま
す
。

◆
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
か

▼
実
行
委
員
会
設
置

【
位
置
づ
け
】
住
民
や
地
域
と
し

て
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
実

践
の
た
め
に
検
討
し
、
行
政
や

各
種
団
体
へ
の
助
言
や
分
担
に

つ
い
て
提
案
す
る
、
行
政
主
導
で

な
い
住
民
や
地
域
の
指
導
的
立

場
で
活
躍
す
る
有
志
の
皆

さ
ん
で
組
織
す
る
会
と
し

ま
す
。

【
活
動
内
容
】
今
年
度
の
村

の
事
業
へ
の
協
力
及
び
、
今

後
地
域
の
皆
さ
ん
が
暮
ら

し
の
中
で
何
が
出
来
る
か
、

ど
う
行
動
を
お
こ
し
て
い
く

か
考
え
て
い
た
だ
き
自
分
た

ち
の
や
れ
る
こ
と
を
見
つ
け

て
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

８
月
20
日
に
発
足
し
、
協
議

や
学
習
を
し
な
が
ら
回
を
重
ね

て
い
ま
す
。

▼
私
の
、
我
が
家
の
エ
コ
チ
ェ
ッ
ク

　

各
家
庭
や
個
人
に
省
エ
ネ
活

動
に
挑
戦
い
た
だ
き
、
行
動
す

る
こ
と
で
環
境
に
対
す
る
意
識

を
地
域
全
体
で
高
め
ま
す
。

▼
省
エ
ネ
教
育
、
情
報
公
開
の

た
め
の
講
演
会
等
開
催
。

　

９
月
２
日
に
は
原
中
学
校
で
田

中
優
氏
を
講
師
に
小
学
校
５
・６

年
生
と
中
学
生
を
対
象
に
環
境

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
「
地
球
温

暖
化
の
現
状
と　

が
ん
ば
ら
な
い

防
止
策
」と
題
し
た
講
演
は
サ
ラ

ダ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
放
送
予
定
で

す
。

　

◆
中
学
生
の
感
想
か
ら

●
地
球
温
暖
化
は
思
っ
て
い
た
よ

り
ず
っ
と
進
ん
で
い
て
驚
き
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
を
止
め
る
に

は
あ
と
10
年
の
中
で
止
め
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
省
エ
ネ
を

す
る
に
は
話
し

て
く
れ
た
よ
う

に
家
電
製
品

や
工
場
の
機

械
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の

も
の
で
や
っ
て

い
っ
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。

ど
う
し
て
日

本
は
策
が
あ
る
の
に
や
ら
な
い
ん

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

●
「
今
後
10
年
間
で
地
球
の
行

く
末
が
決
ま
る
」
と
言
っ
た
と
き

「こ
わ
い
な
ぁ
」と
思
い
ま
し
た
。

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー(

ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー)

を
自
分
の
家
で
自
給

す
る
の
が
良
い
と
わ
か
っ
た
。
で

も
全
て
の
家
庭
の
二
酸
化
炭
素

排
出
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
も
全
体
で

は
20
％
し
か
排
出
量
が
減
ら

ず
、
発
電
所
や
工
場
が
協
力
し

て
く
れ
る
こ
と
で
半
分
く
ら
い
に

減
ら
せ
る
と
分
か
っ
た
。

●
軍
事
費
や
軍
事
関
係
の
も
の

が
二
酸
化
炭
素
を
多
く
出
し
て

い
る
と
い
う
話
は
印
象
深
か
っ

た
。

●
話
の
中
に
は
知
ら
な
い
こ
と

が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
二
酸
化
炭
素
が
海
に
も
溶
け

て
い
る
こ
と
と
、
南
極
大
陸
の
陸

地
が
見
え
る
こ
と
で
す
。
将
来

温
暖
化
が
止
ま
る
こ
と
を
願
い

た
い
で
す
。

●
う
そ
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、
真

実
を
探
し
て
い
き
た
い
で
す
。

●
自
分
の
思
っ
て
い
た
こ
と
が
く

つ
が
え
さ
れ
、
家
庭
の
節
電
よ
り

会
社
の
節
電
の
方
が
と
て
も
効

果
的
だ
と
い
う
こ
と
や
、
世
界
の

中
で
３
秒
に
一
人(

地
球
温
暖
化

で)
死
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
も

知
っ
た
。
や
れ
る
こ
と
は
後
悔
し

な
い
う
ち
に
や
っ
て
お
き
た
い
。

◆これから◆
１１月２２日～　【エコロジーイルミネーション】
　太陽光発電やバイオディーゼル燃料の利用による発電、
グリーン電力の利用により、冬の原村を彩るイルミネーショ
ンを灯します。点灯式の11月22日には、環境・エネルギー
をテーマにした展示会を八ヶ岳自然文化園で行います。
１２月までに　【私の、我が家のエコチェック】
　環境に配慮して行動すればどれだけの二酸化炭素を
削減できるか、やむを得ず実践できなくてもいくらぐら
い出せば二酸化炭素を削減（カーボンオフセット）でき
るか、一人ひとりがチェックしてみましょう。

田中優氏の講義を受ける有志の皆さん

　

霧
が
峰
で
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

（
自
然
案
内
人
）の
仕
事
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
？　

３
つ
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー（
霧
ヶ
峰
、八
島
、

車
山
）で
霧
ヶ
峰
の
自
然
、文
化

や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
自
然
案
内
）等
に
つ
い
て
解
説
を

受
け
た
後
、屋
外
で
講
師
の
解
説

を
受
け
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
プ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
す
。

申
込
先
、
問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
地
方
事
務
所　

環
境
課

　

☎
５
７
‐
２
９
５
２（
直
通
）

　

基
調
講
演
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、抽

選
会
の
ほ
か
、電
気
使
用
量
削
減

に
向
け
た
試
行
的
活
動
の
結
果
を

参
加
者
が
持
ち
寄
り
、二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
効
果
を
集
計
し

ま
す
。結
果
は
広
く
広
報
し
、地
球

温
暖
化
対
策
と
し
て
一
人
ひ
と
り

何
が
で
き
る
か
を
学
び
取
っ
て
い

た
だ
き
、実
践
活
動
の
環
を
広
げ

る
た
め
の
第
一
歩
と
し
ま
す
。

　

参
加
す
る
場
合
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

日
時
●
11
月
９
日
日

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

会
場
●
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー

基
調
講
演
●
田
崎
真
也
氏（
世

界
最
優
秀
ソ
ム
リ
エ
）に
よ
る「
ワ

イ
ン
と
気
候
変
動
」

問
い
合
わ
せ
先
●

・
長
野
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６
‐
２
３
７
‐
６
６
２
５

・
原
村
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
７
９
‐
７
９
３
３（
直
通
）

　

離
転
職
者
を
対
象
と
し
た
訓
練

で
す
。訓
練
修
了
時
、ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
●
11
月
５
日
水

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
岡
谷
技
術
専
門
校

　

☎
２
２
‐
２
１
６
５

　

巡
視
船
艇
、航
空
基
地
等
で
勤

務
す
る
職
員（
海
上
保
安
官
）を

採
用
す
る
た
め
、既
に
海
技
免
許

等
を
有
し
て
い
る
方
を
募
集
し

ま
す
。初
任
研
修
後
、各
部
署
で

勤
務
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
●
10
月
27
日
月　

採
用
種
目
●
航
海
、機
関
、通

信
・
技
術
、飛
行
、整
備

採
用
予
定
日
●

　

平
成
21
年
７
月
１
日
水

問
い
合
わ
せ
先
●

　

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務

部
人
事
課（
直
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０
‐
４
４
４
‐
５
７
６

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】次
に

該
当
す
る
方
は
10
月
か
ら
年
金
か

ら
の
お
支
払
い
に
替
わ
り
ま
す
。

①
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
で

あ
っ
た
方

②
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方

【
国
民
健
康
保
険
】10
月
か
ら
、

被
保
険
者
の
方
が
65
歳
か
ら
74

歳
の
方
だ
け
の
世
帯
で
は
、原

則
、世
帯
主
の
方
の
年
金
か
ら
の

お
支
払
い
に
替
わ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
５

　

就
労
に
向
け
た
施
術
方
法
習

得
の
た
め
、実
習
生
が
鍼
、あ
ん

摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
の
施
術
を

樅
の
木
荘
宴
会
場
で
行
い
ま
す
。

日
時（
受
付
）●
11
月
12
、13
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
前
10
時
30
分

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時

施
術
費
用
●
無
料

持
ち
物
●
日
本
手
ぬ
ぐ
い

問
い
合
わ
せ
先
●

　

東
京
都
立
文
京
盲
学
校

　

☎
０
３
‐
３
８
１
１
‐
５
７
１
４

　

使
用
者
の
保
安
の
確
保
と
、ご

み
焼
却
場
で
の
爆
発
事
故
等
を

防
止
す
る
た
め
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ

ン
ベ
回
収
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
●
10
月
23
〜
29
日

対
象
容
器
●
２
㎏
、５
㎏
、８
㎏

依
頼
先
●

近
く
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
店

問
い
合
わ
せ
先
●

　
（
社
）長
野
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
諏
訪
支
部

　

☎
５
３
‐
６
０
０
０（
内
２
１
１
３
）

エ
コ
ツ
ア
ー
in
霧
ヶ
峰

イ
ベ
ン
ト

地
球
温
暖
化
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム

募　

集

海上保安庁ホームページ＿アドレス
http://www.kaiho.mlit.go.jp/

介
護
福
祉
科
訓
練
生
募
集

海
上
保
安
庁
船
艇
職
員
等

お
知
ら
せ

臨
床
実
習

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
回
収

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

等
〝
保
険
料
〞
支
払
い
方
法
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日
時
●
11
月
14
日
金

　

午
後
1
時
〜
5
時

会
場
●
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や

（
岡
谷
市
）

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
信
用
保
証
協
会
諏
訪

支
店（
担
当
／
増
澤
）

　

☎
５
２
‐
１
９
４
６

　

自
動
車
は
国
民
の
生
活
や
経

済
の
発
展
に
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
し
て
、ま
す
ま
す
そ
の
役
割
は

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
自
動
車
に
よ
る
事
故
は
年

間
80
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
は
、自
動

車
の
不
具
合
に
よ
る
交
通
事
故

や
公
害
の
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、適
切
な
保
守
管
理

の
責
任
と
、日
常
点
検
整
備
、定

期
点
検
整
備
等
の
点
検
・
整
備
の

実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、適
切
に
実
施
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

国
土
交
通
省　

北
陸
信
越
運

輸
局　

長
野
運
輸
支
局

　

☎
０
２
６
‐
２
４
３
‐
５
５
２
５

　

11
月
４
日
か
ら
、納
税
者
の
皆

様
か
ら
の
電
話
に
よ
る
国
税
に

関
す
る
質
問
、
相
談
は
、
国
税
局

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
お
受

け
し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
税
務
署

の
代
表
電
話
が
自
動
音
声
案
内

に
変
わ
り
ま
す
。具
体
的
な
操
作

に
つ
い
て
は
音
声
案
内
に
従
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。ま
た
、
税
務
相
談
室
長

野
分
室
・
松
本
分
室
は
20
年
10

月
24
日
を
も
っ
て
閉
鎖
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
税
務
署
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
５
２
‐
１
３
９
０

　

国
税
庁
で
は
11
月
11
日
か
ら

17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
定
め
、
行
事
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
税
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
行
事
名
】
日
時
／
会
場
●

【
一
日
税
の
無
料
相
談
】

11
月
12
日
水　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
／
ま
る
み
つ
百
貨
店
５
階

【
ク
イ
ズ
番
組
「
な
る
ほ
ど
・

ザ
・
税
金
・
2
0
0
8
】

　

期
間
中
随
時
／
Ｌ
Ｃ
Ｖ
―
Ｔ
Ｖ

【
記
念
講
演
会
】

11
月
14
日
金　

午
後
２
時
〜
／

Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｏ
華
之
井
（
諏
訪
市
）

※
講
師
諏
訪
税
務
署
長
・
今
井

公
一
氏
、
カ
ゴ
メ
株
式
会
社
富

士
見
工
場
長
・
坂
本
秀
樹
氏

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
税
務
署
総
務
課

　

☎
５
７
‐
５
２
１
０

　

平
成
17
年
度
に「
諏
訪
湖
環
境

に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」を
実

施
し
、諏
訪
湖
の
水
質
浄
化
の
取

り
組
み
へ
の
人
々
の
意
識
や
行
動

に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
得
ま
し

た
。そ
こ
か
ら
、景
観
に
対
す
る

意
識
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、今
年
３
月
に
諏
訪
湖
の

水
草
帯
な
ど
湖
岸
景
観
に
関
す

る
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。そ

の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

日
時
●
11
月
14
日
金

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場
●
ホ
テ
ル
紅
や（
諏
訪
市
）

問
い
合
わ
せ
先
●　
　
　
　
　

　

信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研

究
所

　

☎
５
２
‐
１
９
５
５

　

平
成
20
年
分
給
与
、所
得
に
つ

い
て
税
務
署
職
員
又
は
税
務
署

が
依
頼
し
た
税
理
士
に
よ
る
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

年
末
調
整
説
明
会
●

11
月
18
日
火　

午
後
２
時
〜

　

茅
野
市
役
所
８
階
大
ホ
ー
ル

11
月
19
日
水　

午
後
２
時
〜

　

富
士
見
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

※
持
ち
物

　
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」　

　
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

　

の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出

　

の
手
引
き
」

原
村
地
区
青
色
申
告
決
算
等
説

明
会
●

・
営
業
、不
動
産
所
得
関
係　
　

11
月
26
日
水　

午
前
10
時
〜

　

原
村
商
工
会
館

・
農
業
所
得
関
係　
　
　
　
　
　

12
月
１
日
月　

午
後
１
時
30
分
〜

　

原
村
地
域
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

※
20
年
分
か
ら
所
得
税
青
色
申

告
決
算
書
は
、発
送
方
法
が
変
更

に
な
り
、所
得
税
及
び
消
費
税
の

確
定
申
告
書
に
同
封
し
、１
月
頃

発
送
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
税
務
署
担
当
係
直
通

◎
年
末
調
整
事
務
関
係

　

☎
５
７
‐
５
２
１
３

◎
源
泉
徴
収
票
等
法
定
調
書
、申

告
関
係　

☎
５
７
‐
５
２
１
１

　

事
業
承
継
に
悩
み
を
抱
え
て

い
る
中
小
企
業
者
の
皆
様
を
対

象
に
し
た
無
料
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　

事
業
承
継
問
題
に
係
る
背
景
、

民
法
上
の
改
正
点
、事
業
承
継
税

制
に
つ
い
て
弁
護
士
、竹
内
永
浩

氏
と
税
理
士
、大
沢
利
充
氏
の
講

演
会
の
ほ
か
、金
融
・
法
律
・
税
務

に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時／10月17日（金）、10月24日（金）
　　　　11月７日（金）、11月14日（金）
　　　　午後２時～４時
◇場所／保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／11月２日（日）午後１時30分～午後５時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員

無料法律相談　問☎79-7927
◇日時／11月14日（金）午後１時～午後５時
◇場所／中央公民館 講義室
◇担当／長野県弁護士会諏訪在住会会員の弁護士

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／10月22日（水）、11月12日（水）
　　　　午前10時～午後３時30分
◇場所／茅野商工会館 
◆日時／11月５日（水）午前10時～午後３時
◆場所／富士見町役場
◇◆担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／第３火曜日・土曜日・日曜日・祝日以外
　　　　午前10時～午後６時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）

税務相談所　問☎28-6666
◇日時／11月12日（水）午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2900
◇日時／11月13日（木）午前10時～午後３時
◇場所／諏訪合同庁舎
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所
　　　　の交通事故相談員

お
知
ら
せ

全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

　
　
　
　
　

 ―

10
月―

国
税
局「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
自

動
車
に
軽
油
以
外
の
燃
料
を
給

油
し
て
い
る
な
ど
、
不
正
軽
油

に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
な
が
の
け
ん
不
正
軽
油
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン⇒

☎
０
１
２
０
‐

９
４
０
‐
０
５
０

社
会
体
育
館 

　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
10
／
17
金　

○
10
／
31
金

　

○
11
／
７
金　

○
11
／
14
金

　

午
後
６
時
30
分　

※
10
／
31

は
小
学
校
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
10
／
18
土　

○
11
／
８
土

　
　

午
後
６
時

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
10
／
24
金　

午
後
７
時

　

○
会
場　

社
会
体
育
館

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
10
／
25
土　

○
11
／
８
土

　
　

正
午
〜
午
後
５
時

■
陸
上
秋
季
記
録
会

　

○
10
／
25
土　

午
前
８
時
30
分

　

○
会
場　

中
学
校
校
庭

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

○
10
／
25
土　

○
11
／
８
土

　

午
後
７
時

■
利
用
者
会
議

　

○
11
／
９
日　

午
後
７
時
30
分

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
11
／
15
土　

午
後
７
時

　

○
会
場　

社
会
体
育
館

中
央
公
民
館 

　
　
　
　

☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室
⑦

　

○
10
／
20
月　

　

午
後
１
時
・
３
時
・
７
時

■
ふ
れ
あ
い
学
級
⑦

　

○
10
／
21
火　

午
後
１
時
15
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

⑩
10
／
23
木　

午
前
９
時
30
分

　

⑪
11
／
13
木　

午
前
９
時
30
分

■
大
菊
教
室
⑩

　

10
／
23
木　

午
後
１
時
30
分

■
村
民
文
化
祭

　

○
11
／
１
土
・
２
日

　

○
会
場　

社
会
体
育
館

■
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

○
11
／
８
土　

午
後
１
時

■
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
講
習
Ａ

　

①
11
／
10
月　

午
後
７
時

　

②
11
／
12
水　

午
後
７
時

　

③
11
／
14
金　

午
後
７
時

■
筆
ペ
ン
教
室
⑤

　

○
11
／
11
火　

午
後
１
時
30
分

■
操
体
法
入
門
講
座
①

　

○
11
／
11
火　

午
前
９
時
30
分

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
①
ー
３

　

○
11
／
15
土　

午
前
９
時
30
分

住
民
が
望
む
諏
訪
湖
の
景
観

―

住
民
意
識
調
査
の
結
果
報
告―

税
務
署
説
明
会
の
ご
案
内

事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー

税
を
考
え
る
週
間

〜
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と
税
〜

＝これからの催し物＝
★ボランティアグループ
おもちゃ箱による
　　パネルシアター
日時／10月22日（水）
　　　午後４時～
場所／原村図書館２階
★図書館の
　　　おたのしみ会
日時／11月12日（水）
　　　午後4時～
場所／原村図書館２階
＝お知らせ＝
★原村の村誌を図書
  館窓口で売却して
  います。
上巻　原始古代から近世（江
　　　戸時代）まで。
下巻　近代（明治）から現代
　　　（民俗）まで。
上下巻とも各5,000円です。
片方だけの購入もできます。
一家に一冊、備えてはいかが
ですか。
★展示コーナー
原小学校の児童の皆さんが制
作したアイディア貯金箱を展
示中。10月30日まで。

南極にいった男
立松和平（東京書籍）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

痛快な男たちの生きざまを見
よ。明治43年、わずか204トン
の木造帆船開南丸で南極探検を
決行した探検隊の物語。南極観
測船「しらせ」に名を残す世界的
な日本人探検家・白瀬矗陸軍中
尉の感動の生涯を描く。

きのうの世界
恩田陸（講談社）

塔と水路がある町のはずれ「水
無月橋」で見つかった死体。一年
前に失踪したはずの男は、なぜ、
誰によって殺されたのか？　誰
も予測できない結末が待ってい
る。恩田陸が紡ぐ、静かで驚きに
満ちた世界。

パリ郊外のフォンテーヌブロー
に活動の拠点を移した池澤夏樹
が日々の発見を織りまぜなが
ら、変わりゆく日本と世界の今を
見つめる。「異国の客」による思
索のクロニクル、第２弾。

セーヌの川辺
池澤夏樹（集英社）

うふふ詩集
まど・みちお（理論社）

地球が笑い　お日さまが笑い　
月も星も　宇宙も　笑い　永遠
が　笑いやまない　までにな　
やっほっほー！（『日本日本』より）
つきぬけた明るさと不思議なパ
ワーに満ちた、満98歳になった、
まど・みちおの書き下ろし詩集。

おくのほそ道
　　声にだすことばえほん
松尾芭蕉文　中谷靖彦絵　齋藤孝編（ほるぷ出版）

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、10/31（金）、11/4（火）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

「閑さや岩にしみ入蝉の声」「夏草
や兵どもが夢の跡」など、松尾芭蕉
の代表作「おくのほそ道」から俳句
を選りすぐり、芭蕉の旅をたどり
ながら、俳句を楽しむ絵本。ぜひ
声にだして読んでみてください。

日本をつくった
　　日本史有名人物事典
日本史有名人物辞典編集委員会・編（ＰＨＰ研究所）

日本を動かした天皇や将軍、政治
家たち、作家や芸術家、俳優やス
ポーツ選手、学者や発明家など、
高校までの教科書で学習する人
物を中心に、分野別、生年順に紹
介する。1175人のヒーローたち。

のぶ



１９ 1８ 

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

　

第
１
０
０
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

総
務
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
日
時
／
10
月
22
日
水

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／

　
「
村
長
室
へ
よ
う
こ
そ
事
業
」

村
長
の
在
庁
時
で
都
合
の
つ
く
限

り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

19
年
度
産
米
の
10
ア
ー
ル
当

た
り
の
収
入
額
が
一
般
的
農
家
の

標
準
的
収
入
額
を
満
た
せ
な

か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
集
荷
円
滑

化
に
加
入
し
て
い
る
農
家
を
対

象
に
、
稲
作
面
積
に
応
じ
て
10

　

指
定
医
療
機
関
で
接
種
可
能
。

■
対
象
者
／
諏
訪
地
域
6
市
町

村
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以
上
の

方
、心
臓
・
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器

に
重
い
病
気
の
あ
る
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
法
に
定
め
る
方
。

■
接
種
期
間

　

10
月
15
日
〜
12
月
25
日

■
接
種
料
金
／
1
，0
0
0
円

（
生
活
保
護
、住
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
方
は
無
料
。「
予
防

接
種
券
」を
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
福
祉
課
で
発
行
し
ま
す
。）

■
持
ち
物
／
健
康
保
険
証
、高
齢

受
給
者
証
、後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
、自
己
負
担
金
又

は
予
防
接
種
券
、身
体
障
害
者

手
帳（
60
歳
〜
64
歳
の
該
当
者
）

ア
ー
ル
あ
た
り
7
5
3
円
を
助
成

し
ま
す
。
水
田
経
営
所
得
安
定

対
策
に
加
入
し
て
い
る
農
家
は

補
填
済
み
の
た
め
、
対
象
外
で
す
。

　

原
村
水
田
農
業
推
進
協
議
会

で
は
、
県
水
田
協
か
ら
の
交
付
を

受
け
、
９
月
30
日
に
拠
出
金
引
き

落
と
し
口
座
へ
稲
作
構
造
改
革
促

進
緊
急
対
策
助
成
金
を
振
り
込
み

ま
し
た
。
米
が
余
っ
て
困
る
と
言

わ
れ
な
が
ら
も
、
米
は
日
本
人
の

食
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な

い
食
材
で
す
。
農
家
の
生
活
を
支

え
、
米
作
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

こ
の
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

要
望
な
ど
を
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
お
聞
き
し
、
そ
の
解
決
や
実
現

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　

将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、

明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め

に
も
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源

「
土
地
」
の
有
効
利
用
が
大
切

で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
取
り
組

み
、
そ
し
て
土
地
政
策
に
対
す

る
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご

協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
、
毎
年
10
月
を
土
地

月
間
、
10
月
1
日
を
土
地
の
日

と
し
て
、
土
地
の
有
効
利
用
推

進
に
つ
い
て
み
ん
な
で
土
地
の

有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
し
ま
し
た
。

■
ご
存
知
で
す
か
？
／
村
内
で
１

万
㎡
以
上
の
土
地
取
引
を
行
う
場

合
は
、
契
約
締
結
の
日
か
ら
２
週

間
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

毎
年
12
月
に
な
る
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
始
め
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
、栄
養
と
休
養
を

十
分
に
取
り
、う
が
い
や
手
洗
い

を
ま
め
に
行
い
ま
し
ょ
う
。さ
ら

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

受
け
れ
ば
、体
の
中
に
免
疫（
抗

体
）が
で
き
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ら
ず
に
済
ん
だ
り
症
状
が

重
く
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
で
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

体
の
中
に
免
疫
が
で
き
る
ま
で
に

は
、少
な
く
と
も
２
週
間
は
か
か

り
ま
す
。10
月
下
旬
か
ら
12
月
中

旬
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
接
種
法
改
正
に
伴
う
高
齢

者
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
】　

　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
保

護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。子
育
て
の
悩
み

の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

■
11
月
の
日
程 

　

６
日
木
、
７
日
金
、
11
日
火
、

　

13
日
木
、
14
日
金
、
18
日
火
、

　

20
日
木
、
21
日
金
、
25
日
火
、

　

27
日
木

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
保
育
所

へ
新
規
で
入
所
を
希
望
さ
れ
る

児
童
の
説
明
会
と
入
所
受
け
付

け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

【
入
所
説
明
会
】

日
時
▼
11
月
５
日
水

　
　
　

午
前
10
時
〜

場
所
▼
中
央
公
民
館　

講
堂

※
欠
席
し
た
場
合
は
保
健
福
祉

課
で
説
明
を
受
け
て
下
さ
い
。

【
入
所
申
し
込
み
受
け
付
け
】

　

面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
子

さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し
下
さ
い
。

持
ち
物
は
説
明
会
の
資
料
参
照
。

日
時
▼
11
月
19
日
水

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
７
時

場
所
▼
中
央
公
民
館　

講
堂

■
日
時
／
11
月
９
日
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

■
場
所
／
消
防
署
東
側
・
旧
バ
ス

回
転
場

■
タ
イ
ヤ
回
収
料
金

※
ホ
イ
ル
の
み
も
無
料
で
回
収
し
ま
す
。

※
自
動
車
以
外
の
タ
イ
ヤ
は
回
収
で
き
ま

せ
ん
。

■
バ
ッ
テ
リ
ー
回
収
料
金

※
特
殊
な
バ
ッ
テ
リ
ー
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

■
消
火
器
回
収
料
金

■
ペ
ン
キ
・
塗
料
回
収
料
金

■
特
定
家
電
回
収
料
金

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp 

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

を
目
指
す
制
度
に
「
行
政
相
談
」

が
あ
り
ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
身
近
な
問
題
解
決
の
た
め
に

行
政
相
談
を
ご
利
用
下
さ
い
。
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
17
日
金

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
中
央
公
民
館　

和
室

■
相
談
内
容
／
行
政
（
国
･
県
･

村
等
）
の
仕
事
や
対
応
で
困
っ
て

い
る
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と
、

聞
き
た
い
こ
と
。
例
え
ば
年
金
・

医
療
保
険
・
交
通
安
全
・
道
路
・

環
境
衛
生
・
登
記
事
務
な
ど
。

■
相
談
員
／
原
村
行
政
相
談
委

員　

鎌
倉
隆
保
（
９
月
１
日
委

嘱
）
▽
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
住
民
と

行
政
の
パ

イ
プ
役
と

し
て
活
動

し
て
い
ま

す
。

問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

直　

径

ホ
イ
ル
無
し

ス
パ
イ
ク

60
㎝
未
満

60
㎝
〜
70
㎝
未
満

70
㎝
〜
80
㎝
未
満　

80
㎝
以
上

4
5
0
円

6
5
0
円

8
5
0
円

1
5
5
0
円

６
５
０
円

８
５
０
円

１
１
５
０
円

１
９
５
０
円

特
定
家
電
の
種
類

金　

額

冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫

テ
レ
ビ

洗
濯
機

パ
ソ
コ
ン
（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
）

パ
ソ
コ
ン
（
ノ
ー
ト
）

エ
ア
コ
ン

6
9
3
0
円

4
4
1
0
円

4
0
9
5
円

4
7
2
5
円

2
6
1
0
円

５
１
５
０
円

ペ
ン
キ
の
種
類

金　

額

ペ
ン
キ
・
塗
料
（
㌔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

※

缶
入
り
の
ペ
ン
キ
と
塗
料
の
み
を
回

収
し
ま
す
。
ビ
ン
入
り
の
も
の
は
不
可
。

消
火
器
の
種
類

金　

額

20
型
以
下
（
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

※

ご
家
庭
へ
回
収
に
伺
っ
た
場
合
は
別

途
回
収
費
用
５
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
。

※

料
金
改
定
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
新
し

い
料
金
を
適
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
建
設
水
道
課
環
境
係

　

☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

金　

額

自
動
車
、
重
機
用
、

　
　

充
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー
　

無　

   

料

種　

類

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN

14

　厚生労働省は2008年版厚生労働白書
をまとめ公表しました。少子高齢化にと
もなう人口減少社会を見据え、高齢者関
係の施策と併せて、雇傭対策や子育て支
援などの「現役世代への施策に力を注ぐ
ことが必要」としています。
　このまま高齢化が進行すれば、高齢化
率は2030年には31.8％、2055年には
40.5％を超える見込みとなり、「社会経
済の持続可能性を揺るがす」と懸念して
います。更に結婚や出産について、９割
以上が結婚を希望し、子供２人以上持ち
たいと願望していますが、現実には「個
人の多様化する価値感に応じられる選択
肢が拡大しなかった」としています。
「働き方の見直しによる仕事と生活の調
和」「次世代育成支援の枠組みの構築」
等により、結婚と出産の願望が実現した
とすると、2055年の合計特殊出生率は
1.26から1.75になるとしています。
　本村では人口減少に陥るのを未然に防
ごうと、「村中に元気な子供の遊び声が
満ち溢れる村」の実現を目指していま
す。その為直接的な子育て支援策とし
て、保育料の平均16％軽減や第２子の半
額、第３子以降の無料化、中学校３年生
までの医療費無料化、子育てフォロー
アップや病児保育等の他未就園児の会あ
ひるクラブ、未就学児童とその保護者の
交流や情報交換の場としての子育てサロ
ン等の他、2008年度からは保護者の子
育て力を高める為に未就園児の子育て塾
も行っています。また放課後児童クラブ
（学童クラブ）や、児童館事業としての
原っ子広場にも力を入れるところです。
更に親世代の転入を期待して、若者定住
促進住宅補助も進めています。この他に
も、間接的事業も数多く行っています。
　しかしこうした努力にも拘わらず、子
供の数はなかなか増えてきません。それ
は一村の努力ではどうにもならない、若
者の働き方や生活の価値感に問題がある
のだと思います。国及び社会はフリー
ターやパートタイマー、派遣社員を不安
定な雇傭環境に置くでなく、健康保険や
厚生年金で安定させる他、多様な価値感
への対応を計るべきだと思います。
　急激な人口減少は社会の衰退を招きま
す。これは一村の問題ではなく、国全
体、社会全体で考えなくてはならないこ
とではないでしょうか。

原村長　清水　澄 

稲
作
、
緊
急
対
策
助
成
金

・・・「むらのかかりつけ医」コーナーお休み中・・・

原村の観光ホームページ携帯版☆観光施設や季節のおすすめイベントの情報が手に入ります ＱＲコード⇒ 原村観光ホームページ携帯版ＵＲＬ
http://www.onsen-navi.net/qr-site/1000476.shtml

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
の
す
す
め

行
政
相
談
週
間

　
　

10
月
20
〜
26
日

図
書
館
２
階
で
開
設

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

保
育
所
入
所
説
明
会

入
所
受
付
〔
平
成
21
年
度
〕

バ
イ
ク
用
小
バ
ッ
テ
リ
ー

５
０
０
円

タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
、
消
火
器
、

特
定
家
電
製
品
の
回
収
に
つ
い
て

村
長
と
話
し
合
う
日

問
農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

　

☎
79
‐
7
9
3
1
（
直
通
）

問
村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
企
画
係

　

☎
79
‐
7
9
4
2
（
直
通
）

問
住
民
財
務
課
住
民
係

　

☎
79
‐
7
9
2
7
（
直
通
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
（
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

笑
顔
を
つ
な
ご
う　

街
づ
く
り

未
来
へ
つ
な
ご
う　

土
地
活
用
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■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

 11月13日（木）

粗大ごみ

 12月8日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 12月15日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 12月22日（月）柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 12月29日（月）判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 10月25日（土）

■焼却ごみ収集量及び可燃系資源物回収量

2008年8月

8月までの累計

焼却ごみ収集量

  116,310 ㎏ 

 470,440 ㎏ 

前年度比

101.40％

107.18％

可燃系資源物回収量

   25,597 ㎏ 

 140,289 ㎏ 

前年度比

95.52％

83.14％

10月19日日

期　日 医　科 薬　局
三田医院
☎73-9233

長峰ファミリー薬局
☎71-2555

10月26日日 塚田医院
☎72-9898

リジョイスかしわ薬局
☎82-3660

11月2日日 リバーサイド・クリニック
☎72-7010

りんどう薬局
☎73-9285

11月3日㊗ 矢嶋内科医院
☎72-2048

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　　午後7：00～午後9：00
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎54-4699（よるきゅうきゅう）

●10月21日、10月28日、11月4日、11月11日
　》時間：午後1：30～
　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　☎79-7703（直通）

●1班 10月21日（火）、11月4日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 10月28日（火）、11月11日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

■今月の納税等
・村県民税（3期）
・国民健康保険税（7期）
・介護保険料（普通徴収7期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収4期）
納期限・口座振替日……10月31日（金）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・10月21日　・10月28日  
・11月 ４ 日　・11月11日

■人の動き
・人口 7,741人 （－11） 　 転入17
・男 3,859人 （±0） 　　転出26
・女 3,882人 （－11） 　 出生4
・世帯数 2,769世帯 （－7） 　　死亡4

平成20年9月末現在。（　）内は先月比。

のぞみ薬局
☎73-7680

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
10月12日（日）～10月18日（土）

10月19日（日）～10月25日（土）

10月26日（日）～11月1日（土）

11月2日（日）～11月8日（土）

11月9日（日）～11月15日（土）

㈱有賀水道

南部建設㈱

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

☎72-4017

☎79-5720

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

ニコニコ堂薬局
☎82-252511月9日日 ちの皮フ科

☎82-3210

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

食
欲
の
秋
！  

用
心
の
秋
！

　

季
節
は
も
う
す
っ
か
り
秋
で
す
ね
。
昔
か
ら“

食
欲
の
秋”

と
い

い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
夏
の
間
に
減
少
し
て
い
た
食
欲
が
戻
っ
て

く
る
時
期
で
す
。
ま
た
、
厳
し
い
冬
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
体
に
脂

肪
を
蓄
え
よ
う
と
す
る
人
間
の
本
能
的
な
行
動
で
、
食
欲
が
さ
ら

に
増
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
現
代
は
、
冬
で
も
食
材
が
手
軽
に
手
に
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
体
に
脂
肪
を
蓄
え
な
け
れ
ば
冬
を
越
え
ら
れ
な

い
時
代
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
現
代
は
、
カ
ロ
リ
ー
の
摂
り
す

ぎ
に
よ
る
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
生
活
習
慣
病
の
ほ
う

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
食
欲
（
食
行
動
）
と
、
活
動

（
運
動
）
の
自
己
管
理
が
と
て
も
大

事
な
と
き
だ
と
い
え
ま
す
ね
。

　

自
己
管
理
す
る
た
め
に
は
、
自
分

が
日
常
生
活
の
な
か
で
消
費
す
る
カ

ロ
リ
ー
以
上
を
摂
ら
な
い
こ
と
が
基

本
原
則
で
す
。
摂
り
す
ぎ
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、
そ
の
分
運
動
で
消
費
す

る
、
ま
た
は
次
の
日
の
食
事
量
を
減

ら
す
な
ど
の
調
整
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
毎
日
の
体
重
測
定
は

必
須
で
す
。
値
を
見
続
け
て
い
る
と

徐
々
に
感
覚
が
つ
か
め
て
き
て
、
自

己
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

す
。

　

以
下
に
活
動
量
別
の
一
般
的
な
一

日
の
必
要
カ
ロ
リ
ー
を
あ
げ
ま
し

た
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
を
知
る
こ
と

で
、
自
分
の
適
正
量
を
知
り
、
自
己

管
理
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
福
祉
課
保
健
師
・
伏
見
万
里
子
）

1600kcal

1350kcal

1850kcal

1550kcal

2100kcal

1750kcal

2050kcal

1650kcal

2400kcal

1950kcal

2750kcal

2200kcal

2250kcal

1700kcal

2650kcal

2000kcal

3050kcal

2300kcal

2300kcal

1750kcal

2650kcal

2050kcal

3050kcal

2350kcal

男

女

男

女

男

女

低い

ふつう

高い

70歳～50～69歳30～49歳18～29歳性別活動量

１日の大半を座って過ごすほ
かは、静かな活動が生活の
中心。

座ることが中心の仕事のほか、職
場内での移動や立ち仕事、通勤、
買い物、家事、軽いスポーツなど。

移動や立ち仕事が多い仕事を
している。またはスポーツなど
活発な運動習慣を持っている。

卵の衣でコクを加えることで、鯖の味も引き立ちます。下味をつ
けるので、そのままでもおいしくいただけます。

さばの黄金焼きレシピ42

①さばは中落ちのところにある小骨を取り、1枚を4つのそぎ切りにする。
カッコ内の下味をからませ、水けを軽くふき取り、小麦粉をまぶす。
②衣の卵、小口切りにしたねぎ、塩を混ぜ合わせる。
③フライパンにサラダ油大さじ1強を入れ、中火で熱したら②の衣を大さ
じ１広げる。半熟状になったら、鯖の身側を下にしてのせ、焼く。卵に
焼き色がついたら裏返してフタをし、弱火にして4～5分間、裏側をこん
がりと焼く。残りも同様にサラダ油をひき、焼く。同様に他の切り身も
焼く。

④器に盛り、ケチャップとマヨネーズを添える。

★材料（４人分）
鯖（三枚おろし）................ ２枚
　しょうゆ ........................ 小さじ４
　みりん .......................... 小さじ４
　しょうが（すりおろす）..... 小さじ２
卵 .................................... ２個
細ねぎ .............................１本
塩.................................... 二つまみ
トマトケチャプ.................. 適量
マヨネーズ ...................... 適量
サラダ油 ......................... 大さじ３
小麦粉

☆つくりかた

15日水 午後１：00～午後１：15 H20年5、6、7月生保健センター２階

8日土 午後１：15～午後１：30 希望者（要予約）地域福祉センター

20日月 午後１：00～午後３：00 希望者（要予約）保健センター２階

16日木 午前９：45～午前10：00 H19年10、11月生中央公民館

22日水 7歳半～H20年5月生地域福祉センター

21日火 午後１：00～午後１：15 保健センター２階

28日火 H19年12月、H20年3、6月生保健センター２階

27日月 午後１：15～午後１：30

午後１：00～午後１：15

7歳半～H20年3月生地域福祉センター

30日木 午後１：30～ 希望者（要予約）保健センター２階

5日水 午後１：15～午後１：30

離乳食教室11・12ヶ月コース
健 康 相 談

３ 歳 児 健 診
ポ リ オ

三 種 混 合
乳 児 健 診
母 乳 学 級

母親学級前期コース①

先天性股関節脱臼検診

実施日・受付時間種　別 対象者場所
10月

11月

午後１：15～午後１：30

H17年8、9月生

9日　 午前８：30～午前11：00 希望者（要予約）地域福祉センター日 曜 日 健 診
11日火 希望者保健センター２階育 児 相 談

Ｂ Ｃ Ｇ H20年7月生地域福祉センター

午前９：30～午前11：00

＝高齢者インフルエンザ予防接種のごあんない＝　広報はら今月号の18～19ページの掲載記事をお読みください。

＝献血にご協力お願いします !＝　　　　◎受付時間◆午後1時～午後３時　　　◎会　   場◆原村役場駐車場　　
　☆　１０月２９日（水）　☆　　                             

14日金 午後１：00～午後１：15 H18年3、4、5月生保健センター２階２ 歳 半 歯 科 検 診

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付13：30～
　　 16：45
 診療14：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦

日
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　６市町村から参加者を募

る穂屋祭体育大会は、柔道

の強豪岡谷市柔道協会やマ

レットゴルフが盛んな富士

見町の選手などが参加、今

年も約1000人の選手たちの

熱戦で盛り上がりました。

　ちょうど集中豪雨が発生

する時期とも重なり、野球

の決勝戦は１週間延期の９月７日にプレーボールとなりまし

た。嵐が去った後の青空の下で行われた八ツ手体協対中道

クラブの試合の行方は手に汗握る試合展開に…！　そして

40代のベテラン投手陣が所属する中道クラブが今年の優勝

チームとなりました。東清美主将は「穂屋祭を長年経験して

きたOBも最後まであきらめずに熱い応援をしてくれて中道

クラブらしい野球ができた」と、７回裏に逆転した試合を振

り返っていました。

　９月１日に行われた原中学校の避難訓練では、生徒と先生方

全員が日赤奉仕団の皆さんに教わりながら、校庭に用意した釜

を使って約300食の炊き出しを体験しました。訓練の後は日赤の

活動を知るため講演を聴きました。給食で自分たちで炊き出し

したご飯を食べた３年の男子生徒は「災害では食べ物が手に入

らないなど大変。消防署の人から話があったように、お年寄りや

具合いが悪い人がいたら大人に知らせるなど俺らが動かなきゃ

いけない。いろんなことを助け合わなきゃいけないと感じた」

「日赤奉仕団に入

っていると、災害

が起こっていろん

な国に行くし、本

当に大変そう。改

めて日赤の人はす

ごいと感じた」と

災害の厳しさを知

る良い機会になっ

たようです。

　8月26日から3日間行われる御射山社祭は、かつては御射

山御狩の神事といわれ、現在は穂屋祭や原山様と呼ばれて

います。27日、諏訪大神を奉じた御輿は上社本宮を出発し、

大山祇社を経由して八ツ手の

虚空像堂前に到着。待ちかね

た子どもたちが御輿をくぐり

健康を願いました。御輿は虚

空像堂から津島社へ行き、御

射山社へと向かいます。御射

山社では数え年２歳児の厄除

け神事が行われたようです。

このお祭りは古くは、神事や狩

りを、原山一帯に穂で仮小屋を

立てて泊まり込みで行っていた

ものだといわれています。

　９月７日に行われた敬老会には招待者1525名のうち約300

名が参加し、介護者表彰のほかアトラクションを鑑賞して楽し

みました。後半の民謡を嬉しそうに聴いていた女性は、現在90

歳で、なんと３年前まで民謡を歌っていたらしく、「よくこん

な高い声出るねぇ」と、感心しながら口ずさんでいました。会

場から出てきたある女性は仕事を休みにして楽しみに来てい

るそうで、久しぶりに会う友人と語りながら帰っていきました。

穂屋祭体育大会９日間の戦い
今年の野球はミラクルが待っていた？！

原山自治会、会員が改装し集会所（仮称）完成
9月27日開所

中学生炊き出しを体験し、味見。
諏訪大神  各地の神社へ

原村郷土館体験講座
―古民家でほのぼの体験―

秋　　　到来！  小学校運動会、もみの木祭

総合防災訓練で総勢200人近く参加
初の　　　 　　　を実施

祝敬老会
友人との交流も楽しみに！！

　９月６日に行われた保育所の運動会では、年中児がパラバ

ルーンダンスという新しい表現

種目を披露。色とりどりの布を

持った園児たちは、息を合わせ

て直径４ｍのパラバルーンを作

り上げました。住宅難という競

技には、ぶつかり合ったり転ん

だりと園児たちに負けない動き

で保護者が参加していました。

　こひつじ幼稚園の大なわと

びでは、みんなが息を合わせて

上手にジャンプ。今年ほど練習

できた年はなかったようです。

園児が名付け親だと紹介の

あった“オリンピック代

表”という跳び箱、逆上が

りなどいくつもの器械運動

を連続してこなす競技で

は、年長の園児たちがス

ピード感あふれる動きを見

せていました。

トリアージ

保育所、こひつじ幼稚園運動会

　郷土館は今年も７

月から９月まで開館

し、その間たくさん

の体験講座を開きま

した。９月６日には

体験講座「親子でマ

イ箸・マイ箸袋を作

ろう」を実施し、梅

の剪定木を使ったお

箸と機織をした布を

使い箸袋を作りました。機織をした布は、小さな子どもでも

すぐに上手に綺麗な布に織ることができます。体験ではお母

さんに手伝ってもらい素敵な箸袋を作っていました。参加し

た親子たちは「古民家で一日

のんびり体験でき良かった。

また来たい」と雰囲気を気に

入った様子でした。

88
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　原山自治会では、樅の木荘テニスコート北にある村所有

の建物を借り、集会所として使用できるよう改装しました。

9月27日には役員会に合わせ開所式を行い、7月末から会員

自ら改装工事を手がけてきた集会所の完成を祝いました。

広さ18.3㎡の木造平屋建ての建物内はベニヤ板で仕切られ

ていましたが、これ

を取り払い、床もす

べて張り替え、壁

はペンキを塗って

仕上げました。室

内には、会員から

寄贈された食器棚

などを並べ、集会

などが行えるよう

に整えました。床

を張り替えたこと

で室内は見違える

ようになり、東田

龍 雄 自 治 会 長 は

「会員が喜んでく

れて良かった」と

満足そうでした。

　東海地震警戒宣言が発令された事態を想定し、室内区で原村

総合防災訓練が行われ、区民の皆さんは集落行動計画の中で計

画された住民支え合いマップにより避難しました。自主防災組

織を編成した区役員などは、炊き出しや倒壊家屋からの負傷者

の救護などの訓練に取り組みました。避難に続き村診療所の安

藤医師が傷病者と仮定した方々の病気やけがの緊急度や重症度

を判定し、治療や後方搬送のための優先順位を決めました。こ

れはトリアージと呼ばれ、災害時の制約された条件下で１人でも

多くの傷病者に対して最善の治療を行うための判定です。周囲

では参加者が真剣な表情で、医師の説明に耳を傾けていました。

　９月13日には小学校で、９月19、

20日には中学校で秋の祭典が開か

れました。中学校のもみの木祭のク

ラス展示では映画「いじめ」やゴミ

の分別など、今の社会で話題になっ

ていることなどが多く取り上げられ

ていました。小学校の運動会では、

思わずフライングしそうな１年生の

かけっこや気合みなぎる騎馬戦など、

最後まで応援も選手も勝利目指して

戦っていました。
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